
デジタル田園都市国家構想交付金活用事業に対する評価（案） 

（令和４年度末時点） 

＜地方創生推進タイプ＞ 

１ 新「世界の蔵王」プロジェクト --------------------------------------------- １ 

２ 移住定住・人材確保戦略的展開事業 ----------------------------------------- ２ 

３ 「日本一美酒県 山形」推進プロジェクト ----------------------------------- ３ 

４ 観光デジタルマーケティングの推進による訪日外国人観光消費額の拡大事業 ----- ４ 

５ プロフェッショナル人材を活用した中小企業成長戦略実現事業 ----------------- ５ 

６ 誰もが居場所と役割を持って生涯活躍できる地域コミュニティづくり推進事業 --- ６ 

７ 「新しい山形の過ごし方」（県内加工資源の魅力を活かした滞在型観光）の提案 

によるインバウンド誘客促進事業 --------------------------------------------- ７ 

８ デジタル技術を活用した幸せな地域づくり推進事業 --------------------------- ８ 

９ 多様な「チカラ」の結集による総合的産業活性化事業 ------------------------- ９ 

10 バイオ関連産業エコシステム形成促進事業 ----------------------------------- 10 

11 がん地域医療次世代モデル構築推進事業 ------------------------------------- 11 

12 他産業と連携した水産業の新たなバリューチェーン等の構築による漁村と内水面 

漁業地域の創生事業 --------------------------------------------------------- 12 

13 やまがたの未来を担う元気な農林業人材（ひと）づくりプロジェクト ----------- 13 

14 収益性の高い農業の展開と県産農産物等の付加価値向上推進事業 --------------- 14 

15 新ビジネス創出加速化事業 ------------------------------------------------- 15 

16 次世代産業への参入促進による付加価値向上事業 ----------------------------- 16 

17 山形の宝である多彩な環境・文化資産の活用による持続可能な観光地域づくり 

推進事業 ------------------------------------------------------------------- 17 

18 人材・産業・地域のグローバル化推進事業 ----------------------------------- 18 

19 光と食でおもてなし！見て、食して、体感する～山形どまんなか冬季観光 

プロジェクト --------------------------------------------------------------- 19 

20 山形県移住支援事業・マッチング支援事業・移住支援窓口機能強化事業、 

山形県地域課題解決型創業支援事業 ------------------------------------------- 20 

21 女性・高齢者・障がい者就業支援事業 --------------------------------------- 21 

 

＜地方創生拠点整備タイプ＞ 

１ 土地利用型作物スマート農業拠点棟整備事業 --------------------------------- 22 

２ 高温耐性・耐冷性検定拠点整備計画 ----------------------------------------- 23 

３ 乳製品加工施設整備計画 --------------------------------------------------- 24 

４ 「園芸大国やまがた」の実現を支える園芸研究スマート拠点整備計画 ----------- 25 

５ IoT製品評価センター（仮称）整備計画 -------------------------------------- 26 

６ やまがたの園芸技術革新を実現する研究拠点整備計画 --------------------- 27 

７ 東北農林専門職大学（仮称）を活用した農林業のデジタル実装研究・研修拠点整備 

計画（第１次事業） ------------------------------------------------- 28 

資料３－２ 



１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ） ※「（コロナ）」は新型コロナウイルスにより大きくマイナスの影響を受けたもの

事業
開始前

R1
増加分

R2
増加分

R3
増加分

R4
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（千円）

- 0 5,600 8,400 11,200 25,200

実績値
（千円）

0 0 1,713 450 5,402 7,565

目標値
（人）

- 0 360 540 720 1,620

実績値
（人）

0 0 229 16 1,070 1,315

目標値
（千人）

- 0.00 0.50 0.75 1.00 2.25

実績値
（千人）

11.50 6.30 △ 17.50 △ 0.20 5.60 △ 5.80

目標値
（千人）

- 0.00 0.00 0.55 1.10 1.65

実績値
（千人）

200.00 △ 1.30 △ 99.70 △ 0.70
統計値
未発表

統計値
未発表

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　　　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　　　活用事業に対する評価（案）

　新「世界の蔵王」プロジェクト

　令和元年度～令和４年度

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　国内外からの観光・交流の拡大による地域経済の活性化

　県内屈指の観光地である蔵王の再起をモデルケースとして、国内外からの観光誘客の
促進、インバウンドをはじめとする交流拡大に向けた受入体制の整備、山形の魅力を活か
した先導的ツアーの推進等により、観光客数や観光消費額の拡大に結びつける。

16,940 （うち交付金充当額）8,470

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

本事業によって開発した旅行商
品の売上金額

更なる取
組みが
必要

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、観光客入込数は回復途上にあることから、山岳イベントをきっか
けに観光需要の更なる回復を目指すべく、引き続き山岳観光の普及・啓発に努めていく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　山岳資源の魅力等を発信し、受入態勢を整備することにより、観光客数や消費額の拡
大が期待できる。

本事業によって開発した着地型
旅行商品への参加者数

概ね
順調

蔵王における外国人宿泊者数
策定時を
下回る

蔵王における山岳観光客入込数 ―

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ） （コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

R1
増加分

R2
増加分

R3
増加分

R4
増加分

R5
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（人）

- 600 700 800 900 1,000 3,000

実績値
（人）

0 387 672 914 915 - 2,888

目標値
（件）

- 750 600 400 400 400 2,150

実績値
（件）

0 3,792 2,608 2,961 3,863 - 13,224

目標値
（件）

- 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 40,000

実績値
（件）

0 137,499 228,983 246,204 251,552 - 864,238

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

移住定住ポータルサ
イトトップページのア
クセス件数

達成

　新型コロナウイルスの感染状況が拡大局面であっても、オンライン相談会に切り替えるなどの取組みによ
り、移住のマッチングにつながってきた。今後は対面での相談会も増えるが、引き続き、オンラインの利点を
活かして相談機会を確保するとともに、きめ細かな相談対応とマッチングにより、移住実績へとつなげてい
く。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　県・市町村・産業界・大学等のオール山形で設立した法人のもと、移住定住・人材確
保策を一体的・戦略的に展開することにより、移住者拡大、社会減少の抑制が期待で
きる。

本事業実施後におけ
る新規移住者数（県
や市町村等の各種公
的相談窓口を利用し
た者）

概ね
順調

移住相談窓口（県及
び市町村）への年間
相談件数

達成

　移住定住・人材確保策を一体化・組織化し、「若者（特に子育て世代）」を主なター
ゲットに、本県への移住希望者一人ひとりのニーズに寄り添った質の高い移住定住・
人材確保策を戦略的に展開し、県外からの移住者を拡大させ、人口減少要因の１／
３を占める社会減少を抑制する。

59,594 （うち交付金充当額）29,797

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

　　　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　　　活用事業に対する評価（案）

　移住定住・人材確保戦略的展開事業

　令和元年度～令和５年度

総合戦略における
位置づけ

　次代を担い地域を支える人材の育成・確保

　国内外の様々な人材の呼び込み
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ） ※「（コロナ）」は新型コロナウイルスにより大きくマイナスの影響を受けたもの

事業
開始前

R2
増加分

R3
増加分

R4
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（kl）

- 59.54 60.15 60.75 180.44

実績値
（kl）

5,954.10 △ 274.16 △ 858.76 △ 22.58 △ 1,155.50

目標値
（kl）

- 26.02 26.55 27.08 79.65

実績値
（kl）

1300.95 37.63 △ 228.68 0.80 △ 190.25

目標値
（kl）

- 74.96 86.20 99.13 260.29

実績値
（kl）

499.70 △ 44.21 △ 7.99 278.90 226.70

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

総合戦略における
位置づけ

県産ワインの出荷量（課税数量）
の増（前年比２％増）

県産日本酒のうち純米酒及び吟
醸酒（大吟醸酒、純米吟醸酒、
純米大吟醸酒を含む）の出荷量
（課税数量）の増（前年比１％増）

7,804

　県と県酒造組合、県ワイン酒造組合等の関係機関が連携し、国内外からのバ
イヤー招へいや展示商談会の開催、若者を対象とした新たな需要開拓などに取
り組み、国内外から高い評価を得て注目されている本県の日本酒・ワインを中心
に、食品関係産業や伝統工芸・地場産業、観光産業など本県の魅力ある地域
資源を活用・組み合わせた新たな価値を持った商品・サービスの創出や取引拡
大を図り、地域社会・産業の活性化へと結びつける。

策定時を
下回る

策定時を
下回る

（うち交付金充当額）3,902

　新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、業務用、一般用どちらの酒の需要も回復してくると考
えられることから、これまで以上に取組みを拡大していく。具体的には、国内では消費が底堅い一般
消費者向けの消費拡大イベントを強化するとともに、海外ではアジア圏が伸長していることから、これ
らの地域を軸として商談会等を実施し、販路を拡大していく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　コロナ禍においても、様々な取組みを粘り強く実施していくことで、本県の日本
酒・ワインを中心とした魅力ある地域資源の認知度向上・販売拡大に結びつくこ
とが期待される。

県産日本酒の輸出量の増（前年
比１５％増）

概ね
順調

　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　活用事業に対する評価（案）

　令和２年度～令和４年度

　「日本一美酒県　山形」推進プロジェクト

　地域産業の振興・活性化と中小企業等の成長・発展

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ） （コロナ）
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ） ※「（コロナ）」は新型コロナウイルスにより大きくマイナスの影響を受けたもの

事業
開始前

R2
増加分

R3
増加分

R4
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（百万円）

- 3,065 2,200 2,400 7,665

実績値
（百万円）

6,535 △ 1,609 △ 4,926
統計値
未発表

統計値
未発表

目標値
（千円）

- 950 5,600 11,200 17,750

実績値
（千円）

0 0 0 0 0

目標値
（件）

- 30 330 540 900

実績値
（件）

0 2 56 165 223

目標値
（人泊）

- 55,540 34,000 40,000 129,540

実績値
（人泊）

163,460 △ 76,020 △ 70,780 11,080 △ 135,720

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　活用事業に対する評価（案）

　観光デジタルマーケティングの推進による訪日外国人観光消費額の拡大事業

　令和２年度～令和４年度

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　国内外からの観光・交流の拡大による地域経済の活性化

　経験と勘に頼った観光施策から脱却し、データに基づいた観光施策やその効
果検証を行うことでＰＤＣＡサイクルの実行と確立を図り、国内外の観光客一人
ひとりに対し、きめ細かな情報発信や着地型観光商品を提供することで農林水
産業、商工業等との関連が深く経済波及効果の高い産業である観光産業の振
興と観光消費の拡大を目指す。

20,328 （うち交付金充当額）10,164

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

訪日外国人観光消費額 ―

　本事業で構築した観光記事の発信基盤やインバウンド向け動画を、引き続きSNSや各国におけるプ
ロ―モーションで活用し、本県の認知度向上やインバウンド誘客の拡大を図るとともに、県内市町村
にアクセスデータの分析ツールの活用を促すこと等により、データ分析に基づく観光施策の企画・展
開を進めていく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　ポストコロナにおいて、データに基づいた効果的な観光施策を実施していくこ
とにより、観光客数や消費額の拡大が期待できる。

データ分析結果を活用して開発・
改良した観光商品の売上金額

更なる取
組みが
必要

県観光情報ポータルサイトを経
由した宿泊予約成約件数

更なる取
組みが
必要

延べ外国人宿泊者数
策定時を
下回る

（コロナ） （コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ） （コロナ）
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

R2
増加分

R3
増加分

R4
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（件）

- 52 52 52 156

実績値
（件）

150 112 100 91 303

目標値
（件）

- 210 210 210 630

実績値
（件）

611 239 219 241 699

目標値
（件）

- 2 2 2 6

実績値
（件）

0 2 2 2 6

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　活用事業に対する評価（案）

　プロフェッショナル人材を活用した中小企業成長戦略実現事業

　令和２年度～令和４年度

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　IoTなどの先端技術の活用等による産業イノベーションの創出

　プロフェッショナル人材戦略拠点の設置・運営により、企業へのプロフェッショ
ナル人材のマッチングのほか、副業・兼業人材のマッチングを推進する。また、
人材紹介業を実施する地方銀行や地域商社との連携や、信用金庫や信用組合
との連携により副業・兼業人材を含めた人材のマッチングを実施する。さらに、中
小企業のプロ人材確保に係る経費軽減支援、副業・兼業人材の旅費への支援
を実施する。

34,925 （うち交付金充当額）20,525

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

地域企業に対する副業・兼業を
含めた人材マッチング件数

達成

　専門的知識や高度な技術を持つプロフェッショナル人材の本県への還流が促
進されることにより、中小企業の成長を促し、県内経済の活性化に寄与すること
が期待される。

地域企業の経営課題に関する
相談件数

達成

後継者不足・事業承継に対応し
た他の機関との連携件数

達成

　民間ビジネス事業者や金融機関等との連携を強化し、優れた人材の県内へのＵＩターンを促進して
いくとともに、よりきめ細かに副業・兼業人材の活用ニーズを掘り起こし、マッチングを支援していく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ） ※「（コロナ）」は新型コロナウイルスにより大きくマイナスの影響を受けたもの

事業
開始前

R3
増加分

R4
増加分

R5
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（箇所）

- 17 14 13 31

実績値
（箇所）

33 34 3 - 37

目標値
（人）

- 10 10 10 20

実績値
（人）

240 5 0 - 5

目標値
（人）

- 10,000 10,000 10,000 20,000

実績値
（人）

150,000 △ 9,522 △ 8,561 － △ 18,083

目標値
（団体）

- 12 1 1 13

実績値
（団体）

66 0 13 - 13

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等
　生涯活躍のまちづくりを構成する各種事業を推進することで、地域コミュニティ
の維持・活性化が期待できる。

次代を担い地域を支える人材の育成・確保

生涯を通じた多様な学びの機会の充実

県民が安全・安心を実感し、総活躍できる社会づくり

多様な力の結集による地域コミュニティの維持・活性化

若者就職支援センターにおける
就職者数

更なる取
組みが
必要

市町村・企業等による健康づくり
事業への参加者数

策定時を
下回る

地域活動に取り組む青年グルー
プ数

達成

　引き続き、地域運営組織の形成や運営への支援等に取り組むとともに、新型コロナウイルス感染症の
５類移行に伴い集合型の健康づくり事業への参加者の増加が見込まれることから、各地域と連携した
取組みを行う等、ポストコロナも見据えながら、引き続き生涯学習のまちの各要素ごとに事業を展開し
ていく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　生涯活躍のまちの各要素（「交流・居場所」、「健康」、「活躍・しごと」、「人の流
れづくり」）ごとに事業を展開し、誰もが居場所と役割を持って活躍できる地域コ
ミュニティづくりを推進する。

105,284 （うち交付金充当額）52,642

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

地域運営組織数 達成

　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　活用事業に対する評価（案）

　誰もが居場所と役割を持って生涯活躍できる地域コミュニティづくり推進事業

　令和３年度～令和５年度

総合戦略における
位置づけ

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ） ※「（コロナ）」は新型コロナウイルスにより大きくマイナスの影響を受けたもの

事業
開始前

R3
増加分

R4
増加分

R5
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（人）

- 210,645 51,000 51,000 261,645

実績値
（人）

234,050 △ 218,130 11,820 - △ 206,310

目標値
（人）

- 350,035 71,000 71,000 421,035

実績値
（人）

388,928 △ 371,845 40,368 - △ 331,477

目標値
（円）

- 77 1,000 1,100 1,077

実績値
（円）

28,923 0
統計値
未発表

-
統計値
未発表

目標値
（回）

- 1 4 2 5

実績値
（回）

0 0 0 - 0

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　活用事業に対する評価（案）

　「新しい山形の過ごし方」（県内資源の魅力を活かした滞在型観光）の提案に
よるインバウンド誘客促進事業

　令和３年度～令和５年度

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　国内外からの観光・交流の拡大による地域経済の活性化

　環境の変化に対応しつつ、広域周遊観光や長期滞在の促進、及びスポーツ
を通じた多様な交流を推進させるため、海外市場ごとの特性に応じた更なる認
知度向上を図るとともに、山形の特徴や優位性を活かした「新しい山形の過ごし
方」を提案し、観光消費額の拡大とインバウンド誘客の促進を目指す。

81,549 （うち交付金充当額）40,775

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

外国人旅行者延べ宿泊者数
策定時を
下回る

　水際対策の緩和により、海外との往来が再開されたため、今後は、引き続き合宿の誘致活動やス
ポーツイベントの開催等により、交流人口の拡大を図るとともに、関係団体と連携しながらプロモー
ションを展開すること等により、インバウンド誘客の拡大を促進する。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　海外市場ごとの特性に応じた情報発信や、本県の特徴や優位性を活かした観
光商品の造成等に取り組むことにより、インバウンド需要の拡大が期待できる。

外国人旅行者受入数
策定時を
下回る

訪日外国人観光消費額単価 ―

外航クルーズ船寄港数
更なる取
組みが
必要

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

R3
増加分

R4
増加分

R5
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（件）

- 10 10 11 20

実績値
（件）

77 14 17 - 31

目標値
（人）

- 48 48 48 96

実績値
（人）

0 91 45 - 136

目標値
（件）

- 5 6 7 11

実績値
（件）

2 36 11 - 47

目標値
（人）

- 38 37 37 75

実績値
（人）

0 175 213 - 388

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　引き続きセミナーの開催等により、県民への普及啓発やデジタル人材の育成に取り組むとともに、
教育分野への展開として、高校生のデジタル関連研究の発表会を開催する等の新たな取組みを実
施しながら、県内各分野でのデジタル化の推進に取り組んでいく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　県内各分野でのデジタル化を推進することにより、県民の生活の質や地域産
業の生産性向上につながることが期待できる。

デジタル技術研修の受講者数 達成

本事業を通じた、デジタル技術を
導入する訪問看護事業所の数

達成

ICT推進トップリーダーによる研
修を受講した教員数

達成

　福祉、産業、教育等を中心にあらゆる分野において、既にあるデジタル技術の
活用や高度な技術開発に努め、県内に広く浸透させていく。また、人材の育成
や県内外のフリーランス人材・副業人材の活躍により、県全体のデジタル・トラン
スフォーメーションを促進させ、働き方・暮らし方を大胆に見直し、その環境を整
備する。

12,551 （うち交付金充当額）6,276

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

本事業を通じた、デジタル技術を
活用した生産性向上や暮らしの
質の向上に関する取組件数

達成

　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　活用事業に対する評価（案）

　デジタル技術を活用した幸せな地域づくり推進事業

　令和３年度～令和５年度

総合戦略における
位置づけ

　未来に向けた発展基盤となる県土の整備・活用

　暮らしや産業の発展基盤となるICTなど未来技術の早期実装
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

R3
増加分

R4
増加分

R5
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（％）

- 0.30 0.33 0.40 0.63

実績値
（％）

0.00 △ 1.16 △ 2.85 - △ 4.01

目標値
（件）

- 5 13 25 18

実績値
（件）

0 7 73 - 80

目標値
（者）

- 3 5 6 8

実績値
（者）

0 4 5 - 9

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

本事業を通して増加した県産品
ポータルサイト「いいもの山形」
掲載生産者数

達成

　若者の県内定着・回帰に向け、学生向けのインターンシップセミナーを開催する等の新たな取組
みを実施するとともに、人材確保・生産性向上の推進のため、産学官金の関係者との連携を強化
していく。また、創業支援のため引き続きイベントやセミナーの開催等を行うとともに、県産品のブ
ランドイメージの更なる向上・定着に向けて継続的に情報発信を行い、販路開拓に取り組んでい
く。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　若者の県内定着・回帰に向けた取組みや、創業支援及び事業承継支援、
県産品の魅力向上に向けた取組みを実施することにより、多様な産業人材の
確保や地域産業の活性化につながることが期待できる。

本事業を通した県の支援による
創業件数

達成

　新たな販路開拓支援など地域の「稼ぐ力」の向上に向けた取組みや、創
業・事業承継支援等地域産業の新陳代謝促進に向けた取組み、本県産業
の担い手確保の取組みなどを一体的に進めることにより、産業イノベーション
を支える多様な「チカラ」を結集させ、魅力的な産業が新たな人材を呼び込
み、魅力的な人材が新たな産業を呼び起こす好循環を実現させる。

131,465 （うち交付金充当額）65,733

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

本事業を通して増加した県内大
学・短期大学等卒業者の県内就
職割合

策定時を
下回る

　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　活用事業に対する評価（案）

　多様な「チカラ」の結集による総合的産業活性化事業

　令和３年度～令和５年度

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　IoTなどの先端技術の活用等による産業イノベーションの創出
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

R3
増加分

R4
増加分

R5
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（件）

- 0 1 2 1

実績値
（件）

0 2 3 - 5

目標値
（人）

- 10 15 20 25

実績値
（人）

0 10 19 - 29

目標値
（％）

- 7 7 7 14

実績値
（％）

47 30 0 - 30

目標値
（％）

- 4 4 4 8

実績値
（％）

24 30 2 - 32

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　慶應先端研及びバイオベンチャーと県内企業との共同研究・共同開発及びその事業化やバイオベ
ンチャーの事業拡大に向けた販路開拓への支援を継続し、バイオテクノロジー産業を中心とした地域
経済が循環するエコシステムの形成に向けて引き続き取り組んでいく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　共同研究・共同開発及びその成果による事業化・製品化に向けた取組みが着
実に進捗しており、地域産業の活性化に寄与することが期待できる。

本事業により共同研究を行った
慶應先端研発バイオベンチャー
及び県内企業における新規雇用
者数

達成

慶應先端研・バイオベンチャーと
県内既存企業の共同研究・共同
開発件数のうち、庄内地域以外
の割合

達成

慶應先端研・バイオベンチャーと
県内既存企業の共同研究・共同
開発件数のうち、食品産業以外
の産業の割合

達成

　慶應先端研及びバイオベンチャーと県内企業との共同研究・共同開発及びそ
の事業化を推進するとともに、共同研究の成果を事業化した場合の販路開拓等
支援を行うことにより、産学官が連携してバックアップする仕組みを確立し、バイ
オテクノロジー産業を中心に地域経済が循環するエコシステムの形成を目指
す。

22,732 （うち交付金充当額）11,365

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

本事業により慶應先端研・バイ
オベンチャーと県内既存企業の
共同研究・共同開発した製品・
サービスのうち、事業化・製品化
した件数

達成

　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　活用事業に対する評価（案）

　バイオ関連産業エコシステム形成促進事業

　令和３年度～令和５年度

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　IoTなどの先端技術の活用等による産業イノベーションの創出
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

R3
増加分

R4
増加分

R5
増加分

R6
増加分

R7
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（商品）

- 0 1 2 2 2 1

実績値
（商品）

0 0 1 - - - 1

目標値
（人）

- 0 2 5 5 5 2

実績値
（人）

0 0 2 - - - 2

目標値
（件）

- 100 200 300 300 300 300

実績値
（件）

0 119 221 - - - 340

目標値
（件）

- 1 1 1 1 1 2

実績値
（件）

0 1 1 - - - 2

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　次世代地域医療モデルの構築に向けた共同研究は順調に進んでおり、また今年度は、昨年度に体制を整備し
た遠隔診断や治療の実践と検証を実施することができた。本拠点の研究成果等を活用した事業化の推進に取り組
み、地域産業の振興、雇用創出につなげていく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　次世代地域医療モデルの構築に向けた共同研究が着実に進捗しており、その成果等の活
用により、地域産業の活性化や起業、新規雇用の創出に寄与することが期待できる。

支援事業を通じた新サービス、
新製品の事業化に伴う新規雇用
者数

達成

次世代医療メタボローム解析
データのデータベース登録数

達成

県内医療機関等とのがん治療等
に関する連携（共同研究含む）
数

達成

　国立がん研究センターや慶應先端研と連携してメタボローム解析技術を用いた研究の事業
化を推進することにより、次世代地域医療モデルの構築を目指す。また、連携研究拠点の研
究内容の周知拡大等の取組みにより、研究成果を活用した新たな産業の創出や、国内外の
研究者等高度人材の集積、交流人口の拡大を図る。

95,691 （うち交付金充当額）47,846

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

支援事業を通じた新たなサービ
ス、製品の事業化数

達成

　　　　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　　　　活用事業に対する評価（案）

　がん地域医療次世代モデル構築推進事業

　令和３年度～令和５年度

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　IoTなどの先端技術の活用等による産業イノベーションの創出
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ） ※「（コロナ）」は新型コロナウイルスにより大きくマイナスの影響を受けたもの

事業
開始前

R3
増加分

R4
増加分

R5
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（千円）

- 55,000 55,500 55,520 110,500

実績値
（千円）

0 △ 251,832
統計値
未発表

-
統計値
未発表

目標値
（千円）

- 2,000 2,600 3,300 4,600

実績値
（千円）

0 1,368 1,218 - 2,586

目標値
（千円）

- 17,000 17,000 17,520 34,000

実績値
（千円）

340,148 △ 65,028
統計値
未発表

-
統計値
未発表

目標値
（枚）

- 950 1,000 1,000 1,950

実績値
（枚）

0 753 △ 1,263 - △ 510

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　引き続き、水産業の成長産業化に向けて、漁業者グループ等の意欲的な取組みを市町村と連携し
て支援するとともに、蓄養の事業化及び普及促進や、新規漁場及び新規資源の開拓、新規資源や
加工品の付加価値向上の取組みへの支援等に取り組んでいく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　市町村と連携した水産業者の意欲的な取組みに対する支援や、本事業で得ら
れた研究成果を漁業者にフィードバックすること等により、水産業の人材育成・
確保や、水産物の付加価値向上につながることが期待される。

支援事業を通じた蓄養による出
荷額の増加

更なる取
組みが
必要

養殖生産額（種苗等販売額を含
む）

―

遊漁証の発行枚数の増加
策定時を
下回る

　収益性の高い経営体の確立や担い手の確保に向けて、水産業者の経営基盤
の強化に取り組むとともに、未利用魚などを活用した「売れる」商品開発や「漁村
体験型」の商品を開発や、水産物の安定供給に向けた蓄養、冷凍技術の高度
化に取り組むことで、観光客や教育旅行を呼び込み、新たなにぎわいの創出を
図る。

54,632 （うち交付金充当額）25,819

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

支援事業を通じたトップランナー
及び準トップランナーにおける海
面漁業生産額の増加

―

　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　活用事業に対する評価（案）

　他産業と連携した水産業の新たなバリューチェーン等の構築による漁村と内水
面漁業地域の創生事業

　令和３年度～令和５年度

総合戦略における
位置づけ

　競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化

　付加価値の高い水産業の振興

（コロナ）

（コロナ） （コロナ）
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ） ※「（コロナ）」は新型コロナウイルスにより大きくマイナスの影響を受けたもの

事業
開始前

R3
増加分

R4
増加分

R5
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（人）

- 32 45 58 77

実績値
（人）

235 35 8 - 43

目標値
（人）

- 11 12 13 23

実績値
（人）

44 5 3 - 8

目標値
（万円）

- 15 17 17 32

実績値
（万円）

643 △ 31
統計値
未発表

-
統計値
未発表

目標値
（件）

- 2,700 5,500 8,500 8,200

実績値
（件）

5,000 6,800 9,006 - 15,806

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　引き続き、市町村と連携して地域農業の生産性向上や女性農業者の活躍促進に向けた取組みを
支援し、担い手の確保・育成に取り組むとともに、農林分野におけるデジタル技術等の導入をさらに
拡大するなど、生産性及び収益性の向上に向けた取組みを進めていく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　農林業人材の確保・育成や、ＩＣＴ等の新技術導入など生産基盤整備に取り組
むことにより、地域農業の活性化や生産性及び収益向上につながることが期待
される。

山形県への移住者で、農業を始
めた人数

更なる取
組みが
必要

支援事業を通じた農業者当たり
の産出額

―

農業就業ポータルサイトのアク
セス数

達成

　地域農林水産業を支える多様な人材を広く確保・育成し、本県の基盤である
農林水産業を活性化していくとともに、経営マインドや高度な経営・技術知識の
習得やＩＣＴ等の新技術導入により、生産性及び収益の向上を図り、将来を担う
若者たちがチャレンジし希望の持てる農業環境づくりを進め、持続的に発展す
る農業県やまがたを目指す。

170,997 （うち交付金充当額）84,760

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

山形県で農業を始めた若者及び
女性の人数（女性と30代以下の
男性の実人数）

更なる取
組みが
必要

　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　　活用事業に対する評価（案）

　やまがたの未来を担う元気な農林業人材（ひと）づくりプロジェクト

　令和３年度～令和５年度

総合戦略における
位置づけ

　競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化

　やまがたの農業を支える人材の育成と基盤形成

（コロナ）
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

R3
増加分

R4
増加分

R5
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（万円）

- 1,600 2,100 2,200 3,700

実績値
（万円）

0 3,338
統計値
未発表

-
統計値
未発表

目標値
（百万円）

- 24 24 24 48

実績値
（百万円）

0 87
統計値
未発表

-
統計値
未発表

目標値
（％）

- 4.0 4.0 4.0 8.0

実績値
（％）

21.3 6.6
統計値
未発表

-
統計値
未発表

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

６次産業化に取り組む事業者の
ＥＣ参入率

―

　県産農産物の更なる利用拡大・付加価値向上に向けて、引き続き消費者ニーズに対応した商品
開発と販路開拓・確保に取り組んでいく。また、荷主に対する助成制度の要件の見直しや、積極的
なポートセールス活動の展開等により、酒田港を利用した輸出の促進に取り組んでいく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　農産物のブランド化や６次産業化の取組みの促進、輸出拡大に取り組むこと
により、農産物の付加価値向上及び農林業者の所得向上につながることが期
待される。

支援事業を通じた食品製造品販
売額

―

　全国に誇る豊かな農林水産物と魅力ある地域資源の活用により、「農」「食」
「地域」が相互に連携・協働することで新たな価値を創出し、「農林漁業者の所
得向上」、「地域全体の所得・付加価値の向上」、「働く場の創出」を図るととも
に、「農山漁村の活性化」の実現を目指す。さらに、県内唯一の重要港湾・国
際貿易港である酒田港を利用した輸出を促進することにより、新たな海外市場
の開拓、農家の所得向上等を図る。

166,822 （うち交付金充当額）83,410

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

支援事業を通じた食品製造品販
売額

―

　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　 活用事業に対する評価（案）

　収益性の高い農業の展開と県産農産物等の付加価値向上推進事業

　令和３年度～令和５年度

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　収益性の高い農業の展開
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

R4
増加分

R5
増加分

R6
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（件）

- 5 10 15 5

実績値
（件）

0 3 - - 3

目標値
（千円）

- 10,000 20,000 30,000 10,000

実績値
（千円）

0 0 - - 0

目標値
（件）

- 20 20 20 20

実績値
（件）

0 0 - - 0

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

マッチング補助金の申請件数
更なる取
組みが
必要

　引き続き多様な主体と連携して、各々の強みやノウハウを持ち寄ることにより、地域課題解決型ビ
ジネスの創出に向けた取組みを進めていく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　産業イノベーションの創出に取り組むことにより、地域産業の活性化や、地域
課題の解決につながることが期待される。

マッチング補助金の支援を受け
て実現した新ビジネスの売上高

更なる取
組みが
必要

　県内外の産学官金等の多様な人材の交流・新結合から生まれる新ビジネス
や、地域課題の解決に向けたソーシャルイノベーションの創出を体制面・財政
面から支援するとともに、創業者が事業を磨き上げて自走していくための環境
を充実させることで、産業イノベーションを次々と生み出す地域経済エコシステ
ムを構築する。これにより、産業イノベーションを起点とした地域産業の活性化
と、地域課題の解決による暮らしの質の向上を実現させることを目指す。

30,110 （うち交付金充当額）15,055

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

本事業による支援を通して生ま
れた新ビジネスの数

更なる取
組みが
必要

　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　 活用事業に対する評価（案）

　新ビジネス創出加速化事業

　令和４年度～令和６年度

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　IoTなどの先端技術の活用等による産業イノベーションの創出
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

R4
増加分

R5
増加分

R6
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（件）

- 10 12 14 10

実績値
（件）

0 30 - - 30

目標値
（社）

- 3 4 5 3

実績値
（社）

0 6 - - 6

目標値
（社）

- 2 4 4 2

実績値
（社）

0 0 - - 0

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

本事業を通して新たにAIを導入
する企業数

更なる取
組みが
必要

　引き続き、企業の課題に応じた取引支援や生産改善支援等による、成長分野への参入促進の取
組みや、製品・事業の高付加価値化、県内産業の活性化等に向けた取組みを進めることで、高付
加価値を生み出すものづくり産業の形成を目指していく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　成長分野への参入促進や販路開拓・拡大支援、専門性の高い人材の確保・
育成等に取り組むことにより、高付加価値を生み出すものづくり産業の形成に
つながることが期待される。

本事業を通して自動車・医療・福
祉等の成長期待分野に新たに
参入する県内企業数

達成

　今後成長が期待される分野への新規参入支援等による企業の付加価値向
上の促進や、本県が先導的に取り組んできた分野における研究シーズの活用
による製品・事業の高付加価値化、AI等の先端技術の導入による1人あたりの
生産性向上、県外からの企業誘致や若者や女性の就職先の確保による県内
経済の活性化等により、高付加価値を生み出すものづくり産業の形成を目指
す。

142,176 （うち交付金充当額）71,088

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

本事業を通して新たに成立した
商談の件数

達成

　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　 活用事業に対する評価（案）

次世代産業への参入促進による付加価値向上事業

　令和４年度～令和６年度

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　IoTなどの先端技術の活用等による産業イノベーションの創出
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

R4
増加分

R5
増加分

R6
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（円）

- 3,993 3,993 3,994 3,993

実績値
（円）

29,960
統計値
未発表

- -
統計値
未発表

目標値
（千人）

- 1,683.0 1,683.0 1,684.0 1,683.0

実績値
（千人）

5,850.1
統計値
未発表

- -
統計値
未発表

目標値
（千人）

- 10 10 10 10

実績値
（千人）

44 8 - - 8

目標値
（％）

- 1.4 1.4 1.5 1.4

実績値
（％）

85.7 △ 14.1 - - △ 14.1

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

地域の伝統・文化行事等に参加
している児童生徒（小学生）の割
合

策定時
を下回る

　引き続き、地域の関係者や関係組織と連携しながら、観光地域への誘客に向けた情報発信等に
取り組むとともに、環境資産や文化資産、地域文化の普及啓発に取り組んでいく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　観光地域への誘客の促進や、本県の多様な資産の普及啓発に取り組むこと
により、地域の活性化や、地元が主体性をもった持続可能な地域形成につな
がることが期待される。

やまがた景観物語「おすすめ
ビューポイント」来訪者数

概ね
順調

　精神文化をはじめとする本県ならではの強みや本県の特色ある地域資源を
活かして、国内外の消費者を引きつける魅力ある地域づくりを推進し、何度も
本県を訪れてもらうことで地域経済の好循環を生み出し、地域の活性化を促
す。また、本県が誇る環境や文化など、地域の多様な資産を保全・活用・継承
していく取組みや、郷土愛の醸成と地域に活力を生み地域を支える次代の人
材育成等の取組みを通して、地元が主体性をもった持続可能な地域づくりを
推進する。

県内主要温泉観光地の観光者
数

―

58,837 （うち交付金充当額）29,418

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

蔵王を取り巻く地域（山形市、上
山市、天童市）の観光消費額単
価

―

　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　 活用事業に対する評価（案）

　山形の宝である多彩な環境・文化資産の活用による持続可能な観光地域づ
くり推進事業

　令和４年度～令和６年度

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　国内外からの観光・交流の拡大による地域経済の活性化
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）※「（コロナ）」は新型コロナウイルスにより大きくマイナスの影響を受けたもの

事業
開始前

R4
増加分

R5
増加分

R6
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（％）

- 3.89 5.00 5.00 3.89

実績値
（％）

0.00
統計値
未発表

- -
統計値
未発表

目標値
（人）

- 35 37 41 35

実績値
（人）

0 0 - - 0

目標値
（社）

- 18 19 19 18

実績値
（社）

0
統計値
未発表

- -
統計値
未発表

目標値
（人）

- 120 120 120 120

実績値
（人）

0 138 - - 138

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等
　　国際的な議論・交流の推進や留学生の定着支援、企業の国際化促進を行
うことにより、人材・産業・地域のグローバル化につながることが期待される。

本事業を通じて増加した海外取
引を行う県内企業の数

―

サミット参加者数 達成

　入国規制が緩和されたことにより、日本への留学生数も増加すると考えられることから、本県が留
学先として選定されるよう、引き続きコンソーシアムにより留学生を支援するとともに、セミナーの開催
等により、受入れ先となる企業経営者等によるコミュニティの形成を支援する。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

本事業を通じて増加した外国人
留学生の県内受入数

更なる取
組みが
必要

　地域社会や産業経済の活力の維持向上のために必要不可欠な人材となりう
る外国人留学生の受入拡大・県内定着促進や、県内企業における外国人材
の受入促進、若者や企業の経営者等が国内外と新たに交流する機会の創出
等の取組みを通じて、人材・産業・地域のグローバル化を推進し、外国人材を
呼び込み、若い世代が定着し活躍することができる山形県の実現を目指す。

24,812 （うち交付金充当額）12,406

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

本事業を通じて増加した外国人
留学生のうち卒業生の県内就職
率

―

　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　 活用事業に対する評価（案）

　人材・産業・地域のグローバル化推進事業

　令和４年度～令和６年度

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　国内外からの観光・交流の拡大による地域経済の活性化

（コロナ）
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ） ※「（コロナ）」は新型コロナウイルスにより大きくマイナスの影響を受けたもの

事業
開始前

R3
増加分

R4
増加分

R5
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（千人）

- 108.36 77.66 75.96 186.02

実績値
（千人）

1,066.90 △ 313.71
統計値
未発表

-
統計値
未発表

目標値
（千人）

- 47.07 30.27 44.82 77.34

実績値
（千人）

1619.98 △ 414.27
統計値
未発表

-
統計値
未発表

目標値
（人）

- 15 15 15 30

実績値
（人）

639 61
統計値
未発表

-
統計値
未発表

目標値
（人）

- 11,640 8,570 7,970 20,210

実績値
（人）

114,122 △ 7,382
統計値
未発表

-
統計値
未発表

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　県外を含めた一層の誘客を実現し、冬季観光客数の増加を図るため、県内の他の冬季イベントや
アクティビティ等を織り交ぜたＰＲに取り組み、本イベントの魅力向上引いては県内の冬期観光客数の
増を図っていく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　本事業を通じた冬期間の観光振興及び観光需要の掘り起こしや、地域資源を
活用したＰＲの実施により、冬期間の交流人口拡大につながることが期待でき
る。

道の駅の観光者数 ―

圏域外に居住する関係人口の
人数

―

宿泊者数 ―

　西村山地域の冬期間の観光誘客の改善と恒常的な人の流れを創出するた
め、イルミネーションを観光資源とした事業を展開するとともに、地域資源である
「食」にスポットを当てた圏域外への情報発信を強化し、隣県及び県内からの観
光客の増加を図る。また、観光誘客とまちの活性化による相乗効果を狙って創
業支援や販売促進活動を行い、地域産品のブランド力強化を目指す。

19,219 （うち交付金充当額）9,609

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

冬期間（１月～３月）の観光者数 ―

　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　 活用事業に対する評価（案）

　光と食でおもてなし！見て、食して、体感する～山形どまんなか冬季観光プロ
ジェクト～

　令和３年度～令和５年度

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　国内外からの観光・交流の拡大による地域経済の活性化

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ） ※「（コロナ）」は新型コロナウイルスにより大きくマイナスの影響を受けたもの

事業
開始前

R1
増加分

R2
増加分

R3
増加分

R4
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（人）

- 123 97 34 27 281

実績値
（人）

0 1 5 15 30 51

目標値
（人）

- 1 1 1 1 4

実績値
（人）

0 0 1 2 0 3

目標値
（人）

- 3 3 3 3 12

実績値
（人）

0 0 3 2 0 5

目標値
（件）

- 1,000 100 100 100 1,300

実績値
（件）

0 216 273 336 384 1,209

目標値
（世帯）

- - - - 10 10

実績値
（世帯）

0 - - - 6 6

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

マッチングサイトに新
たに掲載された求人
数

概ね
順調

　マッチングサイトへの幅広い業種、職種の求人登録に向けて、商工団体と連携しPRを強化するとと
もに、移住希望者への制度周知・浸透に努め、マッチングを強化する。また創業支援ネットワークを活
用し、一層の周知の推進や、起業者の掘り起こしを進める。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　事業の実施を通して、東京圏からの移住や本県への就業の促進、地域の課
題解決に資する新たな起業の創出が期待できる。

本移住支援事業に基
づく18歳未満の世帯
員を帯同して移住し
た世帯数

更なる取
組みが
必要

本移住支援事業に基
づく移住就業者数

更なる取
組みが
必要

本移住支援事業に基
づく移住起業者数

更なる取
組みが
必要

本移住支援事業に基
づく起業者数

更なる取
組みが
必要

　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　 活用事業に対する評価（案）

　次代を担い地域を支える人材の育成・確保

　国内外の様々な人材の呼び込み

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

　山形県移住支援事業・マッチング支援事業・移住支援窓口機能強化事業、山
形県地域課題解決型創業支援事業

　令和元年度～令和４年度

総合戦略における
位置づけ

　東京圏からの移住並びに本県産業への就業及び起業を後押しするための移
住支援金を支給する移住支援事業、本県産業と就業者とのマッチングを支援
するための求人情報を提供するマッチング支援事業を実施する。
　併せて、地域の社会的課題の解決を目指す担い手を確保するため、社会的
事業分野における起業者に対して起業支援金を支給する起業支援事業を実施
する。

33,043 （うち交付金充当額）16,522

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

R1
増加分

R2
増加分

R3
増加分

R4
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（人）

- 160 170 170 200 700

実績値
（人）

0 315 373 470 667 1,825

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等
　女性・高齢者・障がい者の雇用拡大につながっており、産業振興のための潜
在的な担い手の確保が期待できる。

本事業により新規就
業が実現した者の数
（新規就業者数）

達成

　県、山形労働局、関係団体等が官民連携のプラットフォームを形成し、各種
助成金や各種相談窓口などの既存の仕組みも活用しながら、女性、高齢者、
障がい者の新規就業者の掘り起こしから、受入れ企業における職場環境の改
善、マッチング、伴走支援までを一体的に実施する。

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

　コロナ禍により、直接訪問する形での企業開拓が難しい状況となっているが、引き続き、様々な手
段を検討し、女性、高齢者、障がい者の雇用環境の改善を促し、就業機会の増加に努めていく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

29,938 （うち交付金充当額）14,969

　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生推進タイプ）
　　　　　 活用事業に対する評価（案）

　女性・高齢者・障がい者就業支援事業

　令和元年度～令和４年度

総合戦略における
位置づけ

　県民が安全・安心を実感し、総活躍できる社会づくり

　県民誰もが個性や能力を発揮し、活躍できる環境の整備
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

H30
増加分

R1
増加分

R2
増加分

R3
増加分

R4
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（円/日）

- 0 389 483 594 730 2,196

実績値
（円/日）

13,559 1,685 5,552 △ 2,737 △ 10,059
統計値
未発表

統計値
未発表

目標値
（時間/10a）

- 0.0 0.6 0.7 0.8 0.9 3.0

実績値
（時間/10a）

0.0 2.09 0.03 △ 0.45 0.20
統計値
未発表

統計値
未発表

目標値
（数）

- 0 1 0 1 0 2

実績値
（数）

2 2 0 0 △ 1 1 2

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

― （うち交付金充当額）―

生育診断による山形
県産米の食味ランキ
ング「特Ａ」の獲得品
種数の増加

水稲の10a当たり労
働時間の短縮

　今後、同施設の活用により、高品質・良食味米の安定生産が期待できる。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　継続したデータの蓄積とその解析により、気象変動等に対応した高品質・良食味栽培体系を構築し、水稲農
家の省力化、高収益につながるよう、更なる技術の普及に努める。

達成

―

―

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

水稲の１日当たり所
得

　　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整備タイプ）
　　　　　　 活用事業に対する評価（案）

　土地利用型作物スマート農業拠点棟整備事業

　やまがたの農業を支える人材の育成と基盤形成

　競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化

　高品質・良食味米の安定生産を可能とするより的確な生育診断を行うため、山形県農業
総合研究センター内にスマート農業拠点棟を整備する。また、総合気象観測装置など新た
に整備する機器で得られるデータを解析し、気象変動等に対応した高品質・良食味栽培体
系を構築する。併せて、拠点棟内に整備した研修室を活用し、農業者に対しスマート農業
の速やかな普及を図る。

総合戦略における
位置づけ

　平成30年3月～平成31年3月

- 22 -



１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

H30
増加分

R1
増加分

R2
増加分

R3
増加分

R4
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（数）

- 0 0 0 0 1 1

実績値
（数）

0 0 0 0 0 0 0

目標値
（kg）

- 0 0 2 5 5 12

実績値
（kg）

598 △ 18 47 △ 5 4 △ 32 △ 4

目標値
（％）

- 0.0 0.0 0.0 1.0 1.0 2.0

実績値
（％）

94.0 1.0 △ 4.0 3.4 △ 0.5 1.3 1.2

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　高温耐性・耐冷性検定拠点整備計画

　　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整備タイプ）
　　　　　　 活用事業に対する評価（案）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

総合戦略における
位置づけ

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　今後、同施設の活用により、新品種の開発、高品質米の安定生産による収量増加が
期待できる。

　収益性の高い農業の展開

　競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化

　平成30年3月～平成31年3月

　高品質米の安定生産を可能とする高温耐性と耐冷性を兼ね備えた品種を、早急に育
成するため、山形県農業総合研究センター水田農業研究所内に、より大規模な高温耐
性検定施設と、より高性能な耐冷性検定施設を整備する。これら双方の施設を利用する
ことで、より強い高温耐性とより強い耐冷性を兼ね備えた新品種の開発を迅速に行う。

（うち交付金充当額）――

　引き続き、整備した施設を活用して新品種開発を手掛け、耐冷性及び高温耐性を兼ね備えた品種の育成
を目指す。

更なる取
組みが
必要

水稲の一等米比率

水稲の10a当たりの
収量

耐冷性及び高温耐性
を兼ね備えた品種の
育成数

更なる取
組みが
必要

策定時
を下回る
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ） ※「（コロナ）」は新型コロナウイルスにより大きくマイナスの影響を受けたもの

事業
開始前

H30
増加分

R1
増加分

R2
増加分

R3
増加分

R4
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（千円）

- 0 120 264 300 60 744

実績値
（千円）

0 0 159 141 291 124 715

目標値
（人）

- 0 25 25 25 25 100

実績値
（人）

0 0 99 6 14 14 133

目標値
（件）

- 0 1 1 1 1 4

実績値
（件）

0 0 1 1 2 2 6

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化

　平成30年3月～平成31年3月

　乳製品加工施設整備計画

　　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整備タイプ）
　　　　　　 活用事業に対する評価（案）

総合戦略における
位置づけ

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　今後、同施設の活用により、乳製品加工技術者の増加や乳製品開発の拡大が期待で
きる。

　新型コロナウイルスの影響で外部利用の減少が続いている状況にあるが、引き続き、乳製品加工施
設を活用した新商品の開発を行うとともに、乳製品販売額や乳製品加工技術者の拡大に取り組んでい
く。

　酪農の６次産業化を担う実践力を備えた人材育成を図るため、チーズ等の乳製品加工
に係る基本的な製造技術の習得から商品化や販売・ブランド化までを一貫して学ぶ実践
教育の体制づくりを進め、カリキュラムに基づく体系的な実践学習を行っていくための乳
製品加工施設を整備する。

　収益性の高い農業の展開

（うち交付金充当額）――

乳製品加工施設を活
用した農林大学校の
乳製品の売り払い収
入額の増加

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

達成

達成

概ね
順調

本施設を活用した乳
製品の開発・商品販
売件数

乳製品加工施設を活
用した学習、研修実
施による乳製品加工
技術者数

（コロナ）（コロナ） （コロナ）
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

H30
増加分

R1
増加分

R2
増加分

R3
増加分

R4
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（ｔ）

－ 0.0 5.0 5.0 5.0 6.0 21.0

実績値
（ｔ）

14.0 △ 4.3 21.4 9.0 △ 13.8 △ 1.4 10.9

目標値
（箇所）

－ 0 1 1 1 1 4

実績値
（箇所）

2 0 1 1 1 1 4

目標値
（ha）

－ 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 50.0

実績値
（ha）

0.0 59.2 43.6 18.7 9.7 17.4 148.6

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整備タイプ）
　　　　　　 活用事業に対する評価（案）

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

総合戦略における
位置づけ

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　今後、同施設の活用により、長期貯蔵技術や生産性向上技術などの技術開発、県内
への技術普及が期待できる。

　整備した施設を活用した技術開発を継続し、新技術の迅速な普及・導入を行い、生産者の技術向上、生
産拡大を目指す。

平成30年3月～令和元年5月　※事故繰越

「園芸大国やまがた」の実現を支える園芸研究スマート拠点整備計画

　「園芸大国やまがた」の実現を、技術開発の面でけん引し、本県の園芸に新たなイノ
ベーション、生産性革命を起こす技術を開発するため、園芸農業研究所に、ＩＣＴ化に
対応した研究施設を整備するなど、研究拠点の機能強化を行う。

　やまがたの農業を支える人材の育成と基盤形成

　競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化

（うち交付金充当額）――

達成

達成

更なる取
組みが
必要

園芸試験場で新たに
開発した品種（さくら
んぼ「山形Ｃ１２号」、
食用菊「菊名月」）の
導入面積

本県にあったスマート
（次世代型）ハウスの
導入箇所

長期貯蔵出荷された
ぶどう「シャインマス
カット」の量
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ） ※「（コロナ）」は新型コロナウイルスにより大きくマイナスの影響を受けたもの

事業
開始前

H30
増加分

R1
増加分

R2
増加分

R3
増加分

R4
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（百万円）

－ 0 0 10,000 10,000 10,000 30,000

実績値
（百万円）

209,700 7,816 △5,871 35,081
統計値
未発表

統計値
未発表

統計値
未発表

目標値
（件）

- 0 0 5 5 5 15

実績値
（件）

40 0 0 18 △ 23 △ 1 △ 6

目標値
（人）

- 0 0 30 30 30 90

実績値
（人）

0 0 0 173 △ 157 10 26

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整備タイプ）
　　　　　　 活用事業に対する評価（案）

　IoT製品評価センター（仮称）整備計画

　平成30年10月～令和２年６月　※事故繰越

総合戦略における
位置づけ

　高い付加価値を創出する産業経済の振興・活性化

　IoTなどの先端技術の活用等による産業イノベーションの創出

　山形県工業技術センターにIoT等の分野で今後の成長が見込まれる電子デバイスの
高度化を図るため、電波暗室やシールドルームといった電磁両立性を評価する施設設
備等を整備し、試作品の評価、不具合解析をワンストップで支援し、品質確保、国際基
準準拠、設計能力の強化・効率化を目指す技術支援体制を構築する。

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

電子部品・デバイス・
電子回路製造業の付
加価値額

―

― （うち交付金充当額）―

　今後、同施設の活用により、本県製造業のさらなる付加価値向上及び生産性向上が
期待できる。

工業技術センターの
支援による企業の製
品化実績数

策定時
を

下回る

高度人材の育成数
更なる取
組みが
必要

　今後も施設の利便性を高め、共同研究・相談・研修等の事業を通して県内企業を支援していく。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）

（コロナ）
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

事業費（千円）

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

H30
増加分

R1
増加分

R2
増加分

R3
増加分

R4
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（百万円）

－ 0 300 400 700 900 2,300

実績値
（百万円）

49,400 4,300 △ 400 700 △ 2,600
統計値
未発表

統計値
未発表

目標値
（ha）

－ 0 15 20 25 40 100

実績値
（ha）

200 217 △ 27 136
統計値
未発表

統計値
未発表

統計値
未発表

目標値
（ha）

－ 0 20 20 30 30 100

実績値
（ha）

0 0 10 2 13 78 103

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等
　今後、同施設の活用により、園芸作物のブランド化やさらなる生産拡大が期待でき
る。

― （うち交付金充当額）―

施設整備によって向
上した技術により増
加した醸造用ぶどう
の栽培面積

―

施設整備により開発
したすいか超省力栽
培技術の導入面積

達成

　園芸品目での団地化が進んでいることから、開発された技術の更なる普及を進めるとともに、技術の改良
を重ね、各品目の産出額や栽培面積の増加を図る。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

　本県の強みである果樹のブランド力強化や、園芸品目の販売拡大、次世代型施設の
導入等による園芸作物の生産拡大による「園芸大国やまがた」の実現を、技術開発の
面でけん引し、本県の園芸に新たなイノベーション、生産性革命を起こす技術を開発
するため、園芸試験場に研究開発棟などの拠点施設を整備する。

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

施設整備によって向
上した技術により増
加した産出額（３品
目：えだまめ、さくらん
ぼ、ぶどう）

―

　　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整備タイプ）
　　　　　　 活用事業に対する評価（案）

　やまがたの園芸技術革新を実現する研究拠点整備計画

　平成30年３月～令和２年３月

総合戦略における
位置づけ

　競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化

　やまがたの農業を支える人材の育成と基盤形成
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１　事業概要

交付対象事業
の名称

事業計画期間

政策の柱

政策

事業の概要

２　重要業績評価指標（ＫＰＩ）

事業
開始前

R4
増加分

R5
増加分

R6
増加分

R7
増加分

R8
増加分

評価対象年度
(R4)までの
増加分累計

進捗
状況

目標値
（百万円）

－ 0 200 200 200 200 0

実績値
（百万円）

35,100 0 － － － － 0

目標値
（万円）

－ 0 15 15 15 15 0

実績値
（万円）

639 0 － － － － 0

３　今後の方針等

４　評価

事業の評価

意見等

　　　　　　 デジタル田園都市国家構想交付金（地方創生拠点整備タイプ）
　　　　　　 活用事業に対する評価（案）

　東北農林専門職大学（仮称）を活用した農林業のデジタル実装研究・研修拠点整備計
画（第１次事業）

　令和４年４月～令和５年３月

総合戦略における
位置づけ

　競争力のある力強い農林水産業の振興・活性化

　やまがたの農業を支える人材の育成と基盤形成

　近年、激甚化する気象災害や深刻化する担い手の不足といった東北地方の農林業が
抱える課題を克服すべく、山形県が設立・運営する「東北農林専門職大学（仮称）」に、、
果樹分野における効率的かつ効果的な防霜対策等をテーマとする研究・研修施設を整
備し、大学教員と東北６県の農林業経営体とが連携した研究に取り組む。

（地方創生推進交付金（ソフト）分）　7,528 （うち交付金充当額）3,764

重要業績評価指標（ＫＰＩ）

施設整備によって向
上した技術により増
加した産出額（さくら
んぼ）

―

（地方創生拠点整備交付金分）46,709 （うち交付金充当額）22,055
事業費（千円）

　今後、同施設の活用により、果樹分野における収量・品質の安定化が期待できる。

施設整備によって向
上した技術により増
加した農業者一人当
たりの産出額

―

　整備した施設等により、ICT技術を活用した気候変動対応型農業の技術開発を行う。

　総合戦略のＫＰＩ達成に有効であった。

R4年度末までに施設を整備する計画のため、R4は目標値をゼロに設定

R4年度末までに施設を整備する計画のため、R4は目標値をゼロに設定
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